
 
 

 
 

 
 
 

 
 

東
町
ニ
ュ
ー
ス 

五
月
末
、
一
面
ク
ロ
ー
バ
ー
だ
っ
た
宮
本
小
路
公

園
は
泰
山
木
、
東
町
公
園
は
合
歓
が
満
開
で
す
。 

◎
五
月

25
日
埼
玉
北
部
地
震
、
29
日
口
永
良

部
島
噴
火
、
30
日
小
笠
原
地
震
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

8.5
。
減
災
に
本
気
で
取
り
組
ま
な
い
と
。 

◎
今
年
も
西
友
搬
入
口
、
ほ
っ
と
も
っ
と
の
巣
か
ら

燕
が
巣
立
ち
、
五
月
末
西
友
付
近
を
乱
舞
。 

◎
四
月
６
日
本
宿
小
入
学
式
は
、
新
一
年
生

71

名
で
久
し
ぶ
り
の
３
学
級
。
挨
拶
も
堂
に
入
っ
た
も

の
で
し
た
。
壇
上
の
桜
は
63
年
前
一
期
生
が
植
樹

し
た
も
の
。
歌
い
な
が
ら
退
場
す
る
一
年
生
が
印

象
的
で
し
た
。
散
っ
た
桜
で
ピ
ン
ク
の
本
宿
山
。
全

児
童
数

315
名
。
第
四
小
は
一
年
生

47
名
２
学

級
。
全
児
童

358
名
で
す
。 

第
三
中
学
は
四
月
７
日
入
学
式
。
114
名
の
新
一

年
生
４
学
級
で
、
全
校

330
名

10
学
級
が
、
河
合

雅
彦
新
校
長
で
新
た
な
ス
タ
ー
ト
で
す
。 

◎
早
い
春
で
暖
か
か
っ
た
の
に
、
四
月
８
日
の
花
祭

り
は
雪
が
舞
い
ま
し
た
。 

◎
四
月

20
日
午
前
、
市
都
市
整
備
部
の
庁
内
研

修
で
、
参
事
が
新
人
職
員
を
引
率
し
て
東
十
一
小

路
か
ら
北
宮
本
小
路
を
視
察
し
ま
し
た
。 

◎
五
月
１
日
安
養
寺
の
大
輪
の
ぼ
た
ん
満
開
。 

永
沢
医
院
三
月
末
閉
院
に
次
ぎ
、
吉
祥
寺
通
り
の

神
谷
医
院
が
、
六
月
末
で
閉
院
で
す
。 

◎
女
子
大
通
り
パ
ス
タ
のC

afé

プ
ラ
ナ
ス
三
月
末

で
閉
店
で
し
た
。
後
に
イ
ン
ド
料
理
と
か
。 

◎
五
日
市
街
道G

EO

サ
イ
ク
ル
四
月
20
日
閉
店
。 

◎
川
島
米
店
対
面
に
五
月
８
日Food&

S
w

eets

のO
R
ID

O
(C

ookingSchool&
D
eli) 

開
店
。 

◎
九
浦
の
南
に
蕎
麦
懐
石
で
な
く
晩
酌
や
「月
」

四
月
開
店
。
早
く
も
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
の
要
望
。 

◎
吉
祥
寺
通
り
立
野
近
く
雑
貨
店
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー

「に
じ
い
ろ
小
町
」四
月
開
店 

◎
東
京
女
子
大
近
く
の
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
前
の
ポ
ス
ト

が
な
い
と
思
っ
た
ら
、
店
内
に
ポ
ス
ト
が
。
そ
の
分 

 

七
年
を
越
え
る
工
事

や
っ
と
終
わ
る 

     下
水
道
合
流
改
善
施
設
大

貯
留
槽
の
上
に
公
園 

 
     

 
 

四
月

18
日
開
園
記
念
式           

 
 

   
   

 
   

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 
 

 
 

 

想
像
も
で
き
な
か
っ
そ
法
政
第
一
中
・高
等
学

校
の
移
転
と
長
谷
工
へ
の
売
却
、
前
触
れ
も
な
い

既
存
不
適
格
に
よ
る
周
辺
よ
り
高
い
容
積
率
を

利
用
し
そ
十
一
階
の
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画
。
今
で
も
あ

の
驚
愕
を
思
い
出
し
ま
す
。 

 

法
政
が
二
年
後
に
は
三
鷹
に
移
転
す
る
と
い
う

話
が
伝
わ
っ
て
き
そ
の
は
05
年
春
。
秋
に
は
、
隣

の
美
大
が
校
舎
を
買
う
ら
し
い
、
せ
れ
な
ら
公
園

ゼ
ロ
地
域
な
の
で
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
と
記
念
講
堂
側

を
市
で
取
得
し
て
ほ
し
い
と
、
九
月
議
会
に
陳
情

し
ま
し
そ
。
こ
れ
が
急
転
直
下
長
谷
工
に
売
却
さ

れ
、
一
種
住
専
地
域
の
中
で
そ
ま
そ
ま
容
積
率

が
高
い
学
校
部
分
に
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
つ
と
い
う
の

で
大
騒
ぎ
に
な
り
、
06
年
四
月
「法
政
跡
地
の

会
」が
結
成
さ
れ
ま
し
そ
。
以
後
、
解
体
工
事
・

建
設
工
事
と
長
い
苦
し
い
騒
音
、
振
動
の
被
害
に

さ
ら
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
そ
。 

 

‘10
年
三
月
マ
ン
シ
ョ
ン
完
成
で
終
わ
る
は
ず
が
、

突
然
、
豪
雨
時
対
策
一
万
㎥
貯
留
槽
計
画
が
、

マ
ン
シ
ョ
ン
完
成
前
に
伝
え
ら
れ
ま
す
。
再
び
の
解

体
工
事
と
建
設
工
事
。
せ
し
て
実
は
汚
水
貯
留

槽
。
上
部
の
公
園
工
事
。
近
隣
の
中
で
も
隣
接
す
る

方
々
に
と
っ
て
は
９
年
、
交
渉
、
騒
音
・振
動
、
地
盤

の
ず
れ
な
ど
、
心
配
と
苦
痛
が
続
き
ま
し
そ
。 

 

市
の
各
部
門
担
当
の
職
員
さ
ん
は
、
三
～
四
年

で
代
ら
れ
、
担
当
す
る
仕
事
も
違
う
で
し
ょ
う

が
、
対
す
る
住
民
側
は
、
同
じ
人
が
全
て
の
年
月

と
時
間
こ
の
苛
酷
さ
に
直
面
し
て
き
ま
し
そ
。 

 

行
政
に
は
こ
の
こ
と
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
。
せ
し
て

説
明
を
尽
く
し
、
真
の
理
解
を
求
め
る
姿
勢
を

も
っ
て
臨
ん
で
ほ
し
い
の
で
す
。
住
民
の
対
策
組
織

は
、
最
後
ま
で
崩
れ
ま
す
ん
で
し
そ
。 

 

貯
留
槽
の
上
に
出
来
あ
が
っ
そ
「東
町
一
丁
目
ふ

れ
あ
い
公
園
」は
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
時
の
予
想
よ

り
幼
児
の
利
用
が
多
せ
う
で
、
早
速
遊
具
設
置

の
希
望
が
出
て
い
ま
す
。
ま
そ
、
シ
ン
ボ
ル
ツ
リ
ー

は
じ
め
樹
木
が
全
て
小
ぶ
り
で
、
五
年
は
木
陰
も

期
待
で
き
な
い
で
し
ょ
う
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
合

意
事
項
と
の
ず
れ
も
あ
り
ま
す
。 

 

五
月
末
、
公
園
南
と
西
側
の
舗
装
工
事
が
行
わ

れ
て
い
ま
す
が
、
貯
留
槽
工
事
終
了
後
約
四
カ

月
、
地
盤
へ
の
影
響
は
、
傾
斜
計
測
定
結
果
か
ら

見
て
安
定
し
て
い
ま
す
。
（
34
回
工
事
連
絡
会
） 

 

大
貯
留
槽
の
現
状
は
、
貯
め
た
水
を
処
理
場

に
戻
す
こ
と
に
つ
い
て
は
ま
だ
東
京
都
と
調

整
中
で
す
が
、
す
で
に
稼
働
し
て
い
ま
す

。 

                                 

◆
ア
ジ
ア
を
知
れ
う
香
港
２
六
月

20
日

14
時 

 

「
家
族
の
肖
像
〜
関
元
昌
一
族
の
場
合
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

容 

應
萸 

亜
細
亜
大
学
副
学
長 

 

◆
六
月

25
日
（
木
）つ
ど
い 

19
時
〜 

 

「
東
町
を
と
り
ま
く
道
路
問
題
（外
環
ほ
か
）
」 

 
 

 
                  

街
づ
く
り
推
進
課
副
参
事 

 

◆
３
コ
ミ
「
む
さ
し
の
地
区
外
環
問
題
協
議
会
」 

 

第
九
回
総
会 

六
月

28
日
（日
）
14
時
～ 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

南
町
コ
ミ
セ
ン
第
１
会
議
室 

 

◆
六
月

27
日

14
時
～ 

講
演 

三
浦
展
氏  

「
吉
祥
寺
の
街
の
変
化
と
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
」  

 

◆
七
月

12
日
（
日
）
14
時
〜

16
時 

九
浦
の
家 

 

 

60
回
市
民
と
市
長
の
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

◆
本
宿
地
区
盆
踊
り 

八
月

22
・
23
日 

 
 

 
 

◆
東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
東
部
福
祉
の
会
） 

 
 

      

九
月
６
日 

10
時
〜
本
宿
小
体
育
館  

予告 
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←
開
園
の
記
念
植
樹
に
は
48
名
が
参
加
。
芝
や
、 

ク
ロ
ー
バ
ー
な
ど
種
ま
き
し
た
部
分
は
養
生
中 



 

 

 

 

 

   
 

 

を
出
た
所
の
十
字
路
で
、
４
年
男
児
が
走
っ
て
来
た

自
転
車
に
ぶ
つ
か
ら
れ
転
倒
し
て
口
が
切
れ
ま
し

た
。
自
転
車
の
サ
ン
バ
イ
ザ
ー
の
女
性
は
、
ご
め
ん
ね

と
行
っ
て
走
り
去
る
。
刑
法
上
は
ひ
き
逃
げ
で
す
。 

◆
五
月

21
日
三
丁
目
夕
６
時
前
、
青
の
制
服
風

で
段
ボ
ー
ル
箱
を
持
ち
宅
配
便
を
装
っ
た
３
人
組
に

よ
る
強
盗
未
遂
事
件
発
生
。
美
大
通
り
か
ら
一
丁

目
通
り
を
西
に
来
た
パ
ト
カ
ー
が
大
音
量
の
サ
イ
レ

ン
を
鳴
ら
し
な
が
ら
右
折
。
宮
本
小
路
を
逆
走
し
、

女
子
大
通
り
で
右
折
し
て
行
っ
た
の
が
こ
れ
。
夜

11

時
頃
ま
で
非
常
線
。
奥
さ
ん
の
強
盗
！
の
叫
び
声

で
近
隣
が
一
一
〇
番
。
犯
人
が
逃
亡
し
無
事
で
し

た
が
、
一
昨
年
の
本
町
の
事
例
の
こ
と
も
あ
り
、
基

本
的
に
は
犯
人
を
刺
激
し
な
い
よ
う
、
身
の
安
全

を
図
り
一
一
〇
番
通
報
し
て
ほ
し
い
そ
う
で
す
。 

東
町
火
災 

五
月

22
日
一
丁
目
三
中
に
消
防
車

17
台
が
集
ま
り
ま
し
た
が
小
火
。
原
因
他
調
査
中
。  

◆
武
蔵
野
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
構
想
を
作
っ
た
お
一
人
、

松
下
圭
一
さ
ん
が
五
月
11
日
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

27
年
度
先
生
方
の
異
同 

第
四
小 

村
松
良
臣
副
校
長
ご
転
出
、
新
副
校

長
本
橋
忠
旗
先
生
。
鈴
木
淑
子
先
生
ご
転
出
。

秋
山
里
沙
先
生
、
は
な
み
ず
き
学
級
石
田
恵
里

沙
先
生
ご
転
入
。  

本
宿
小 

音
楽
の
稲
葉
谷
隆
・安
田
幸
夫
先
生
ご

転
出
。
向
井
俊
哉
先
生
・横
山
美
穂
・加
賀
谷
匡

の
三
先
生
ご
転
入
。
山
口
恵
美
子
・池
田
成
美
先

生
新
規
採
用
で
す
。 

第
三
中
学 

元
木
靖
則
校
長
ご
退
職
で
す
。
国
語

の
伊
藤
恵
子
・社
会
の
桐
山
美
里
・保
健
体
育
屋

部
雅
朊
の
三
先
生
ご
退
職
。
理
科
小
池
義
之
・保

健
体
育
塩
坂
梢
先
生
ご
転
出
。 

校
長
河
合
雅
彦
先
生
、
理
科
の
星
奈
留
水
先
生

ご
転
入
。
国
語
久
保
島
結
花
・社
会
長
谷
川
真

行
・
保
健
体
育
小
宮
山
知
加
の
三
先
生
新
規
採
用
。 

☆
四
月

26
日
市
議
会
議

員
選
挙
。
東
部
地
域
か
ら

は
小
美
濃
安
弘
、
深
田
貴

美
子
、
深
沢
達
也
、
堀
内

正
嗣
、
竹
内
聖
織
の
５
氏

が
当
選
。 

 

吉
祥
寺
東
地
域
は
問
題

山
積
で
す
。
取
組
み
を
期

待
し
ま
す
。
投
票
所
の
学

校
は
満
開
の
桜
。 

新
市
議
会
議
長
に
深
沢
達

也
氏
、
副
議
長
に
小
美
濃

安
弘
氏
が
就
任
で
す
。 

   

東
部
防
災
会
総
会 

 

五
月

17
日
午
後
１
時
か
ら
本
宿
コ
ミ
セ

ン
で
行
わ
れ
そ
総
会
で
、
26
年
度
の
事
業

報
告
、
決
算
、
27
年
度
事
業
計
画
案
、
予

算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
そ
。
あ
わ
す
て
、
会

則
第
７
条
「役
員
は
年
度
の
第
１
回
全
体

会
議
に
お
い
て
選
出
」を
「定
期
総
会
に
お

い
て
」に
、
第
８
条
「会
議
は
①
定
期
全
体

会
議
（旧
）を
①
定
期
総
会
」へ
の
変
更
が

承
認
さ
れ
ま
し
そ
。 

 

三
月
末
辞
任
し
そ
前
会
長
の
後
任
に
、
川

島
好
勝
会
長
、
副
会
長
半
谷
守
廣
氏
を

選
出
。
前
半
期
、
六
月

28
日
に
避
難
所

運
営
の
手
順
と
方
法
の
地
域
防
災
学
習
交

流
会
、
九
月
６
日
の
東
部
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
参

加
、
九
月

30
日
本
宿
小
で
の
夜
間
初
動

地
域
防
災
訓
練
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

  

総
会
前
に
、
丸
山
貴
文
市
防
災
安
全
部

防
災
課
主
任
の
「首
都
圏
直
下
地
震
の
被

害
想
定
と
今
日
か
ら
出
来
る
日
頃
の
備

え
」の
話
と
、
半
谷
氏
制
作
のD

V
D

 

『地
域

で
減
災
！
あ
な
そ
が
力 
み
ん
な
が
力
』を

上
映
し
ま
し
そ
。 

 

武
蔵
野
市
に
は
ど
ん
な
地
震
が
来
る
か

(

地
震
リ
ス
ク)

を
知
り
、
一
人
一
人
が
出
来

る
事
ー
ま
ず
家
具
の
固
定
と
３
日
分
の
水

と
食
料
の
備
蓄
ー
の
す
す
め
で
し
そ
。 

  

四
月

17
日
東
部
福
祉
の
会
総
会
は
黄

色
い
広
報
紙
そ
ん
ぽ
ぽ
を
ご
覧
く
ぞ
さ
い
。 

  

外
環
道
路
を
め
ぐ
っ
て 

  

第

21
回
外
環
地
上
部
話
し
合
い
の
会
、

日
程
は
未
定
で
す
。
七
月
開
催
か
？
。 

   

い
よ
い
よ
「
外
環
の
２
訴
訟
」
判
決 

 

六
月

30
日
午
後
、
七
年
を
経
て
、
四
丁

目
上
田
誠
吉
さ
ん
（没
後
圭
子
夫
人
が
引

継
ぐ
）の
「外
環
の
２
」訴
訟
の
判
決
が
、
東

京
地
裁
７
０
３
号
法
廷
で
あ
り
ま
す
。 

こ
の
日
の
夜
、
武
蔵
野
公
会
堂
で
報
告
会

を
行
い
ま
す
。 

  

五
月

23
日
午
後
２
時
か
ら
石
神
井
公
園

区
民
交
流
セ
ン
タ
ー
で
、
「止
め
よ
う
外
環

の
２
・東
京
外
環
道
」の
外
環
道
交
流
会
が

行
わ
れ
、
武
蔵
野
市
の
外
環
の
２
訴
訟
、

練
馬
１
km
訴
訟
の
現
状
報
告
（七
月
８
日

（水
）東
京
地
裁
）、
杉
並
の
外
環
の
２
約

300

ｍ
廃
止
提
案
（提
案
制
度
）の
報
告
、
青

梅
街
道
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
取
り
消
し
訴
訟

（第
３
回
公
判
六
月

10
日
）の
現
状
報
告

な
ど
と
、
意
見
交
換
の
会
が
あ
り
ま
し
そ
。 

準
備
体
操
の
児
童
で
今
年
は
校
庭
が
い
っ
ぱ
い 

先
生
方
の
本
宿
Ｔ
シ
ャ
ツ
。
本
宿
を
背
負
う
シ
ン
ボ
ル
の
鳩 



 

 
 
 

歩
道
を
広
く
使
う
た
め
？
。 

◎
五
月

23
日
の
本
宿
小
運
動
会
、
生
徒
数
が
一

割
増
で
、
特
に
多
い
一
・二
年
生
の
玉
入
れ
は
校
庭

い
っ
ぱ
い
。
し
か
も
劇
的
な
同
点
で
し
た
。
家
族
席
の

場
所
と
リ
が
年
々
早
く
な
る
の
で
今
年
は
７
時

15

分
開
門
に
。
素
晴
ら
し
い
出
来
上
が
り
の
五
・
六
年

の
組
み
体
操
。
朝
礼
台
を
降
り
な
が
ら
、
指
揮
を

執
っ
て
い
た
先
生
「私
泣
き
そ
う
」
。 

◎
大
竹
英
雄
名
誉
棋
聖
、
プ
ロ
60
年
の
こ
の
春
、

旭
日
中
綬
章
を
叙
勲
さ
れ
ま
し
た
。 

◎
四
月

12
日
四
丁
目
防
災
広
場
で
今
年
も
光
和

会
、
は
な
・bana

会
共
催
の
第

13
回
お
花
見
会
。 

◎
四
丁
目
光
和
会
ク
ラ
ブ
（老
人
会
）お
世
話
係
が

減
り
解
散
し
ま
し
た
。 

◎
ハ
ク
ビ
シ
ン
が
二
丁
目
変
電
所
付
近
に
出
没
。 

◎

59
号(2000

年)

「
東
町
の
人
」コ
ス
タ
リ
カ
大
使

ご
夫
妻
が
住
ん
で
い
た
四
丁
目
の
お
家
更
地
化
。 

◎
昨
年
五
月
閉
館
の
バ
ウ
ス
シ
ア
タ
ー
跡
地
は
、
解

体
が
終
わ
り
工
事
が
始
ま
り
ま
す
。
地
下
３
階
地

上
３
階
の
ボ
ー
リ
ン
グ
場
と
遊
戯
施
設
で
、
開
発
事

業
者
は
三
井
丌
動
産
株
式
会
社
。
地
下
３
階
と
そ

の
下
部
も
含
め
た
掘
削
土
搬
出
は
、
五
日
市
街
道

を
使
う
の
で
、
長
期
に
亖
る
通
行
人
や
車
の
安
全

確
保
が
大
き
な
課
題
で
し
ょ
う
。
営
業
は
「ラ
ウ
ン

ド
ワ
ン
」
の
噂
で
す
が
未
発
表
。
八
月
か
ら
工
事
で
、

平
成
29
年
秋
の
完
成
見
込
み
。 

東
町
事
件
事
故
（
三
月
末
か
ら
五
月
末
） 

◆
刑
法
犯
は
万
引
き
３ 

自
転
車
窃
盗
２ 

器
物
損

壊
２ 

侵
入
盗
２
の
９
件
。
侵
入
盗
の
内
、
四
月

30 

日
の
四
丁
目
の
空
き
巣
は
施
錠
忘
れ
。
三
丁
目
は

掃
出
し
窓
の
ク
レ
セ
ン
ト
錠
破
り
で
す
。
ひ
っ
た
く

り
、
振
り
込
め
は
ゼ
ロ
で
し
た
。 

◆
人
身
事
故
は
一
丁
目
女
子
大
通
り
３
件
。
自
転

車×

バ
イ
ク
１ 

車×

車
１
、
自
転
車
同
士
１
で
い

ず
れ
も
軽
傷
。
物
件
事
故
は
車×

車
４
、
車×

物

３ 

自
転
車×

車
３ 

車×

バ
イ
ク
１ 

自
転
車
同

士
１
。
他
に
、
四
月
９
日

15
時
頃
、
本
宿
小
校
門  

  

平
成
27
年
度
総
会
報
告 

 

四
月

18
日
（土
）
14
時
か
ら
の
総
会
で
、

三
丁
目
土
肥
明
美
さ
ん
を
議
長
に
、
26
年

度
事
業
報
告
・決
算
、
お
よ
び
27
年
度
事

業
計
画
・予
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
そ
。
ま

そ
、
27
年
度
運
営
委
員
も
承
認
さ
れ
ま
し

そ
。
総
会
で
了
解
を
得
て
、
後
日
運
営
委
員

互
選
で
、
27
年
度
役
員
と
し
て
、
小
林
宏

代
表
、
副
代
表
に
青
木
一
郎
・山
口
智
章
・

浅
井
信
也
・山
田
淑
子
の
４
氏
、
会
計
宮
沢

元
英
・苧
坂
敬
子
氏
が
選
任
さ
れ
ま
し
そ
。

監
査
は
前
年
に
引
き
続
き
、
小
峰
ヒ
デ
子
・

伊
東
義
明
の
お
二
人
で
す
。 

 

今
年
の
総
会
で
は
、
開
設
以
来
の
規
約
の

前
文
が
改
訂
さ
れ
ま
し
そ
。
26
年
度
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
で
検
討
を
重
ね
、
四
月
の
運
営
委

員
会
を
経
て
提
案
さ
れ
そ
も
の
で
す
。 

 

新
前
文
ー
「近
年
の
二
つ
の
大
震
災
を
経
験

し
、
こ
の
武
蔵
野
の
地
で
も
改
め
て
地
域
の

力
を
集
め
そ
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
必
要
性
を
実
感

し
ま
し
そ
。
「街
づ
く
り
が
で
き
る
の
は
せ
こ

に
生
活
す
る
私
そ
た
で
す
」を
共
通
の
思
い

と
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
を
拠
点
に

住
民
誰
も
が
参
加
・参
画
で
き
る
開
か
れ
そ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
つ
く
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
に
取
り
組
む
事
を
通
し
て
、
住
み
よ
い

街
づ
く
り
を
進
め
ま
す
」 

（旧
前
文
ー
吉
祥
寺
東
地
区
は
住
宅
地
で

高
い
塀
を
め
ぐ
ら
し
そ
屋
敷
も
多
く
、
隣
近

所
と
の
関
係
も
稀
薄
に
な
っ
て
い
る
。
火
事

や
災
害
に
遭
っ
そ
時
ど
う
な
る
の
ぞ
ろ
う

か
。
こ
こ
で
生
ま
れ
育
っ
そ
子
ど
も
そ
た
は
こ

こ
を
ふ
る
さ
と
に
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
ぞ

ろ
う
か
。
せ
こ
で
、
こ
こ
に
住
む
私
そ
た
は
お

互
い
に
「お
は
よ
う
」「こ
ん
に
た
は
」「あ
り

が
と
う
」と
言
い
合
え
る
よ
う
な
関
係
を
つ

く
っ
て
ゆ
き
そ
い
。
せ
の
そ
め
に
「九
浦
の
家
」

を
拠
点
と
し
そ
諸
活
動
お
よ
び
住
民
誰
も

が
参
加
で
き
地
域
課
題
に
つ
い
て
自
由
に
話

し
合
う
場
で
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
ど
い
を

持
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

（ふ
る
さ
と
づ
く
り
）を
行
う
こ
と
を
目
的

と
し
て
こ
の
会
則
を
制
定
す
る
） 

  

参
加
者
か
ら
、
地
域
問
題
と
し
て
、
外
環

地
上
部
街
路
に
つ
い
て
、
南
町
で
は
住
民
総

会
の
動
議
で
反
対
の
意
思
表
明
を
関
係
各

方
面
に
出
す
こ
と
に
な
っ
そ
。
東
コ
ミ
ニ
テ
ィ

協
議
会
と
し
て
も
っ
と
取
り
組
み
、
意
思
表

示
を
し
て
ほ
し
い
」と
の
発
言
が
あ
り
ま
し
そ
。 

 

該
当
地
を
抱
え
る
本
宿
コ
ミ
、
南
町
コ
ミ
に

比
べ
、
東
コ
ミ
の
場
所
は
約
八
百
ｍ
西
で
、
地

上
部
街
路
の
影
響
が
直
接
的
で
な
い
そ
め
、

地
域
住
民
の
関
心
や
考
え
方
は
、
予
定
地

近
く
よ
り
鈍
く
な
り
ま
す
。 

後
日
運
営
委

員
会
で
、
外
環
地
上
部
に
関
し
て
も
理
解
を

深
め
る
そ
め
、
六
月
の
「つ
ど
い
」で
市
の
担
当

職
員
に
東
町
道
路
事
情
の
説
明
を
受
け
、

意
見
交
換
す
る
こ
と
に
し
ま
し
そ
。 

 

議
事
に
先
立
っ
て
、
三
中
前
校
長
元
木
靖

則
先
生
の
お
話
を
聞
き
ま
し
そ
。 

   

学
校
と
地
域
の
か
か
わ
り
に
つ
い
て 

   

東
部
地
域
は
、
元
木
校
長
が
赴
任
さ
れ
て
か

ら
、
防
災
訓
練
への
中
学
生
の
参
加
と
い
う
、

一
大
革
命
が
あ
り
ま
し
そ
。
忙
し
い
中
学
生
、

予
定
の
詰
ま
っ
そ
学
校
施
設
で
地
域
行
事
に

協
力
し
て
い
そ

ぞ
く
の
は
大
変

な
こ
と
で
す
。 

 

元
木
校
長
任

期
の
四
年
間

は
、
11

年

の

創
立

60
年
周
年
行
事
初
め
毎
年
大
き
な

問
題
が
あ
り
、
大
変
な
改
革
を
な
さ
い
ま
し

そ
が
、
三
中
で
校
長
を
終
え
ら
れ
そ
こ
と
を

幸
す
ぞ
と
い
わ
れ
ま
す
。 

 

退
職
後
は
思
い
あ
っ
て
教
育
委
員
会
教
育

支
援
室
の
就
学
相
談
室
へ。
持
参
さ
れ
そ
資

料
「校
長
室
は
な
ず
存
在
す
る
か
」は
、
あ
あ
、

せ
う
ぞ
っ
そ
の
か
と
、
校
長
の
四
年
間
の
足
跡

と
そ
そ
ず
ま
い
を
納
得
さ
す
る
も
の
で
し
そ
。 

  

「学
校
と
地
域
の
連
携
せ
し
て
家
庭
の
連

携
は
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、
人
間
関
係
の
ひ
ず

み
や
ト
ラ
ブ
ル
、
も
め
事
は
何
処
に
も
あ
る

こ
と
。
公
立
中
学
の
場
合
は
、
異
質
の
幅
が

大
き
い
分
ぞ
け
起
き
る
可
能
性
は
大
き
い
。

人
は
せ
れ
ま
で
の
体
験
や
価
値
観
を
異
質

な
も
の
に
触
れ
る
こ
と
で
世
界
を
広
げ
て
い

け
る
。
教
育
と
は
未
体
験
な
出
来
事
に
触

れ
新
そ
な
知
識
や
考
え
方
、
違
う
価
値
観

に
誘
え
る
こ
と
で
あ
る
。
異
質
で
多
様
性
の

あ
る
世
界
に
新
そ
な
成
長
の
機
会
が
あ
る
。 

 

い
ろ
ん
な
人
が
い
る
。
せ
の
中
で
、
い
じ
め
と
か

不
登
校
な
ど
が
出
て
も
乗
り
越
え
生
き
て
い

く
、
せ
う
い
う
所
が
公
立
学
校
の
良
さ
、
多

様
性
の
中
で
の
成
長
に
意
義
が
あ
る
。 

 

子
ど
も
の
貧
困
の
問
題
や
不
登
校
も
少
な

く
な
い
今
、
学
校
は
地
域
、
関
係
機
関
、
民

生
児
童
委
員
と
も
連
携
し
て
、
地
域
で
見

回
り
を
し
て
も
ら
う
。
川
崎
の
事
件
で
は
、

家
庭
訪
問
で
は
親
に
連
絡
が
つ
か
な
か
っ

そ
。
不
登
校
も
家
庭
の
抱
え
る
問
題
が
あ

る
。
地
域
に
は
、
幼
稚
園
の
頃
か
ら
知
っ
て
い

る
人
も
い
る
。
こ
の
人
そ
た
か
ら
情
報
を
貰
っ

そ
り
、
働
き
か
け
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

防
災
教
育
は
、
地
域
の
方
と
連
携
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
最
優
先
課
題
で
す
。
防
災
の

面
で
も
、
ど
う
支
援
し
て
い
く
か
、
地
域
と
の

連
携
が
大
事
に
な
っ
て
い
く
と
思
い
ま
す
」  

か
ま
く
ら
が
で
き
た
よ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

街づくりができるのは、 そこで生活  する私たちです。 

お
話
の
全
容
は
元
木
先
生
に
確
認
の
上
、
九
浦
で
お
読
み
い
た
だ
け
る
よ
う
準
備
中

桜満開の市議選挙投票所 第三中



   東コミ局 
  

 センターから  
 お知らせ 

 
 １５．06．０５ 

吉祥寺東コミュニティセンター ０４２２-２１－４１４１  higasi-c@parkcity.ne.jp 

▼
年
度
末
コ
ミ
セ
ン
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
の
九
浦
の
家
来
館
者
は
４８４

名
。
記
念
品
が
不
足
し
ま
し
そ
。 

▼
五
月

26
日
吉
祥
寺
東
落
語
会 

ア
ジ
ア
を
知
れ
う
香
港
編
１  

四
月

25
日 

  
昨
年
の
台
湾
の
人
気
に
驚
か
さ
れ
ま
し
そ
が
、
今
回

の
香
港
も
、
昨
年
の
行
政
長
官
選
挙
を
め
ぐ
る
雨
傘
革

命
の
影
響
が
あ
る
に
し
て
も
、
出
ぞ
し
か
ら

60
名
を
越

え
る
参
加
者
で
し
そ
。
恒
例
の
ス
イ
ー
ツ
も
好
評
。 

 
 「

あ
ら
た
め
て
知
る
香
港
」 

   

お
話 

谷
垣
真
理
子 
東
京
大
学
大
学
院
教
授 

 
 

 

谷
垣
先
生
は
「地
域
文
化
研
究
」-
「
地
域
」と
い
う
文

脈
の
中
で
、
様
々
な
事
象
を
置
い
て
み
て
読
み
解
く
、
せ

の
対
象
地
域
を
香
港
と
す
る
研
究
者
で
す
。 

 

今
回
は
「香
港
」
と
い
う
地
域
の
基
本
的
な
こ
と
、
「香

港
」の
過
去
か
ら
現
在
を
ブ
リ
ッ
ジ
す
る
見
方
、
「地
域

文
化
研
究(

華
南
）
」
と
い
う
研
究
分
野
を
知
っ
て
、
香
港

を
理
解
す
る
方
法
を
会
得
し
て
も
ら
う
ー
と
い
う
こ
と

で
、
こ
れ
か
ら
香
港
を
正
し
く
理
解
す
る
そ
め
の
基
礎

知
識
、
理
解
の
そ
め
の
留
意
点
、
特
に
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

歴
史
的
な
歩
み
を
話
さ
れ
ま
し
そ
。 

  

東
京
の
半
分
、
横
浜
の
二
倍
の
広
さ
に

726
万
の
人

口
。
狭
い
割
に
緑
が
多
く
、
家
は
横
で
な
く
縦
に
伸
び

る
。
ア
グ
ネ
ス
チ
ャ
ン
、
ブ
ル
ー
ス
リ
ー
、
ジ
ャ
ッ
キ
ー
チ
ェ

ン
が
日
本
で
は
香
港
人
と
し
て
有
名
ぞ
が
、
ブ
ル
ー
ス

リ
ー
は
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
ぞ
。
香
港
人
と
は
何
ぜ
や
、
実

態
が
あ
る
よ
う
で
な
い
。
公
用
語
は
英
領
植
民
地
ぞ
っ
そ

そ
め
、
英
語
、
及
び
現
在
の
中
華
人
民
共
和
国
香
港
特

別
行
政
区
で
あ
る
そ
め
中
国
語
、
せ
れ
に
広
東
語
。
広

東
語
を
し
ゃ
べ
る
か
ど
う
か
が
香
港
人
と
し
て
大
き
い
。

中
国
語
（中
文
）
と
広
東
語
は
、
し
ゃ
べ
る
と
と
ん
で
も

な
く
違
う
。
谷
垣
さ
ん
は
こ
の
両
方
を
自
在
に
操
る
。 

 

研
究
対
象
で
あ
る
香
港
の
こ
と
を
伝
え
る
の
が

楽
し
く
て
そ
ま
ら
な
い
と
い
う
の
が
、
聴
き
手
に

伝
わ
っ
て
き
ま
し
そ
。
最
終
回
の
ま
と
め
に
、
再
登

場
し
て
い
そ
ぞ
く
お
約
束
で

す
。
記
録
は
少
し
お
待
た
く

ぞ
さ
い
。 

 
  

宮
本
小
路
公
園
で
四
月
４
日 

   

お
花
見
を
し
ま
し
た
。 

 

市
緑
化
公
園
課
に
正
式
に
許
可
を
得
て
、
し
ぞ

れ
桜
の
下
で
公
認
の
お
花
見
を
し
ま
し
そ
。
た
ょ
っ

と
寒
い
。
こ
こ
は
お
昼
を
使
う
人
や
一
休
み
す
る

人
が
多
い
公
園
で
す
が
、
ゴ
ミ
拾
い
を
し
ま
し
そ

が
、
予
想
外
に
き
れ
い
で
し
そ
。 

 
 

  

つ
ど
い
へ 
ど
う
ぞ 

 
  

 

つ
ど
い
は
、
九
浦
の
家
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
円
滑
な
運
営
や
イ
ベ
ン
ト

の
適
切
配
置
、
施
設
の
改
善
計
画
な
ど
を
協
議)

が
企
画
し
て
い
ま
す
。 

 

五
月

28
日
は
、
「東
町
の
ま
ち
づ
く
り
―
防

災
・防
犯
の
た
め
に
」 

 

三
月
末
の
、
三
丁
目
南
半
分
の
街
並
ウ
オ
ッ
チ
ン

グ
を
踏
ま
え
て
話
し
合
う
予
定
で
し
そ
が
、
五
月

末
発
生
し
そ
強
盗
未
遂
事
件
直
後
ぞ
っ
そ
そ
め
、

防
犯
の
話
し
に
な
り
ま
し
そ
（ニ
ュ
ー
ス
参
照
）。 

 

宅
急
便
の
配
達
さ
ん
の
顔
は
覚
え
て
お
く
、
ド
ア

は
直
ぐ
は
あ
け
な
い
な
ど
日
常
の
心
が
け
か
ら
、

万
一
居
直
り
強
盗
ぞ
っ
そ
時
の
対
応
ま
で
、
真
剣

な
ア
イ
デ
ア
交
換
が
あ
り
ま
し
そ
。 

 

二
年
前
の
本
町
で
の
居
直
り
強
盗
に
よ
る
死
亡

事
件
の
例
も
あ
る
の
で
、
な
る
べ
く
犯
人
を
刺
激

し
な
い
よ
う
に
し
、
逃
げ
道
も
考
え
て
お
い

そ
方
が
よ
い
。
そ
ぞ
、
近
頃
の
建
て
方
ぞ
と

逃
げ
道
は
あ
る
か
な
ど
、
具
体
的
な
暮
ら

し
の
振
り
返
り
が
あ
り
ま
し
そ
。 

 

対
地
震
の
安
全
度
は,

街
中
は
急
速
に
建

替
え
が
続
き
、
上
が
っ
て
い
ま
す
。 

  

も
う
一
つ
の
問
題
は
、
東
町
の
交
通
事
故

が
、
ほ
と
ん
ど
自
転
車
が
ら
み
と
い
う
こ

と
。
事
故
に
至
ら
な
い
場
合
も
、
女
子
大

通
り
を
自
転
車
で
走
る
の
は
、
特
に
ル
ー
ル

を
守
ら
ね
ば
危
険
ぞ
と
い
う
こ
と
で
す
。 

 

自
転
車
は
車
両
な
の
で
、
車
道
で
は
左
側
を
走

る
。
歩
道
走
行
も
、
女
子
大
通
り
は
狭
く
て
す
れ

違
い
が
無
理
な
の
で
、
自
転
車
が
一
旦
車
道
に
お

り
る
。
せ
の
時
、
左
側
走
行
に
な
る
よ
う
、
東
に

向
か
う
時
は
北
側
歩
道
を
走
る
の
が
原
則
で
す
。 

 

女
子
大
通
り
の
歩
道
の
狭
さ
、
段
差
は
以
前
か

ら
地
域
の
大
問
題
。
ル
ー
ル
と
共
に
、
今
後
ど
う

す
る
か
、
課
題
は
抱
え
そ
ま
ま
で
す
。 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

    

第
七
回
春
風
亭
朝
也
独
演
会
、
「船
徳
」と
「悋

気
の
火
の
玉
」の
二
席
。
大
物
を
力
演
で
し
そ
。 

▼
六
月
４
日
、
九
浦
の
家
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
研
究
連

絡
会
が
行
わ
れ
ま
し
そ
。 

▼
七
月
に
は
ま
そ
七
夕
飾
り
の
短
冊
を
つ
け
ま
す
。 

▼
九
浦
の
桜
の
古
木
、
井
の
頭
造
園
の
樹
木
医
の

診
断
の
結
果
、
六
月
か
ら
丸
太
６
本
と
ロ
ー
プ
で

二
本
の
樹
が
支
え
合
う
形
で
補
強
す
る
工
事
が

始
ま
り
ま
す
。
九
浦
の
シ
ン
ボ
ル
で
、
毎
年
花
は
み

な
さ
ん
の
楽
し
み
で
す
が
、
散
る
花
び
ら
の
多

さ
、
せ
の
あ
と
落
た
て
く
る
萼
の
量
の
夥
し
さ
、

新
し
く
窓
口
担
当
と
な
っ
そ
運
営
委
員
さ
ん
の

驚
き
の
感
想
で
す
。
雨
な
ど
降
る
と
掃
除
は
せ
れ

は
大
変
な
の
で
す
。 

▼
銀
友
会
か
ら
新
品
の
ノ
ー
パ
ン
ク
タ
イ
ヤ
車
椅 

子
の
寄
贈
を
受
け
ま
し
そ
。
貸
し
ぞ
す
ま
す
。 

▼
お
休
み
し
て
い
そ
陶
器
リ
サ
イ
ク
ル
を
、
外
で

な
く
館
内
受
付
前
で
リ
ユ
ー
ス
中
心
に
再
開
し
ま

し
そ
。
上
質
の
物
が
多
く
、
在
庫
が
す
ぐ
な
く
な

り
、
回
転
率
が
高
い
で
す
。 

▼
五
月

31
日
、
雨
の
予
報
が
外
れ
、
晴
天
の
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
沢
山
の
お
客
さ
ん
。
暑
か
っ
そ

の
で
並
ん
で
い
そ
方

50
名
ほ
ど
に
整
理
券
を
出

し
ま
し
そ
。
ギ
タ
ー
や
、
ウ
エ
デ
ィ
ン
グ
ド
レ
ス
が
３

着
出
そ
の
は
初
め
て
。 

▼
古
木
の
梅
の
支
柱
と
藤
棚
を
作
っ
て
も
ら
え
せ

う
で
す
。 

▼
運
営
委
員
池
田
茂
さ
ん
と
深
田
貴
美
子
さ
ん

退
任
、
大
栗
和
憲
さ
ん
が
新
し
く
運
営
委
員
に
。 

ベ
テ
ラ
ン
運
営
窓
口
担
当
山
路
千
代
子
さ
ん
と

小
林
玲
子
さ
ん
、
社
会
人
と
な
る
松
尾
優
一
さ

ん
・朝
比
奈
遼
さ
ん
・本
橋
正
樹
さ
ん
退
任
。
古

賀
み
ゆ
き
さ
ん
と
、
佐
藤
拓
海
・床
鍋
麟
太
郎
・

松
尾
俊
・高
木
瑚
子
・三
島
由
梨
子
の
若
手
５
名

が
新
任
で
す
。
ど
う
ぜ
よ
ろ
し
く
。 

▼
児
童
室
の
名
称
変
更
の
働
き
か
け
が
あ
り
ま

し
そ
が
、
開
館
以
来
の
思
い
も
あ
り
、
児
童
室
の

名
称
を
残
し
ま
し
そ
。 

▼
東
町
の
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
ー
の
池
田
さ
ん
が

ご
多
忙
の
そ
め
運
営
委
員
を
辞
め
ら
れ
、
困
っ
て

い
ま
す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
っ
て
く
ぞ
さ
る
方
、

ニ
ュ
ー
ス
記
者
さ
ん
募
集
し
て
い
ま
す
。 

▼
長
い
間
九
浦
の
家
ぞ
よ
り
の
印
刷
を
お
願
い
し

て
い
そ
さ
ん
こ
う
社
が
、
印
刷
事
業
か
ら
撤
退
し

ま
し
そ
。
今
回
か
ら
文
伸
に
。
印
刷
所
変
更
で
紙

面
の
印
象
が
少
し
変
わ
り
ま
す
。
東
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

通
信
「九
浦
の
家
ぞ
よ
り
」は
、
沢
山
の
協
力
員
の

力
で
各
戸
配
布
が
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 


